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 源公平は、栗原川 

の右岸にあり、砥沢 

まで約３，７００メ 

ートルの鉄索（円覚 

線）で結ばれ、停車 

場と社宅などがあり、 

根利山の集落では最 

も西にありました。 

 源公平の集落の横 

を流れる栗原川には、落差が約５メートルで、岩によって川幅

が狭められたところを勢いよく流れ落ちる「源公の滝」があり、

流れ落ちたところは広い滑床になっています。 

 明治の文人で旅行家として有名だった大町桂月の紀行文「関

東の山水」に、追貝か

ら源公平、円覚の滝を

訪れたことが記され

ています。 

                   この中には、「狭き

渓谷の中に、百人や二

百人は活動せるさま

也。」と源公平の様子

が記されています。 

 
こ
ん
に
ち
は
。
野
田
首
相
が
、
米
国
の
言
い
な
り
に
な
っ
て
「
安
全
」
を
宣
言
し
、
米
海
兵
隊
が
沖
縄

県
の
普
天
間
基
地
へ
の
配
備
を
強
行
し
た
オ
ス
プ
レ
イ
に
対
し
、
県
民
の
不
安
と
怒
り
は
さ
ら
に
強
ま

り
、
飛
行
訓
練
ル
ー
ト
と
な
っ
て
い
る
全
国
の
市
町
村
に
も
不
安
は
広
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
は
、
世
界
中
ど
こ
で
も
軍
事
活
動
を
展
開
す
る
”
殴
り
込
み
部
隊
“
と
い
わ
れ
る

米
海
兵
隊
の
軍
事
活
動
を
拡
大
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
日
本
の
安
全
保
障
が
高
ま
っ
た
よ
う
な
宣
伝

は
、
ま
っ
た
く
の
ご
ま
か
し
で
し
か
な
く
、
尖
閣
問
題
で
の
中
国
へ
の
圧
力
に
オ
ス
プ
レ
イ
が
役
立
つ
よ

う
に
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
軍
事
的
対
立
を
あ
お
る
だ
け
の
危
険
な
考
え
で
す
。 

 

も
と
も
と
オ
ス
プ
レ
イ
の
日
本
へ
の
配
備
は
、
日
本
が
米
国
に
頼
ん
で
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
で
は
な

く
、
米
国
の
都
合
に
よ
る
も
の
で
、
そ
れ
を
喜
ぶ
よ
う
な
態
度
は
情
け
な
い
も
の
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
を
尖
閣
問
題
な
ど
領
土
問
題
と
絡
め
る
論
調
は
、
と
ん
で
も
な

い
暴
論
で
し
か
な
く
、
軍
事
的
緊
張
の
激
化
は
問
題
解
決
に
逆
行
す
る
だ
け
で
す
。 

 「ぬまた市産業展示即売会」「ぬまた揚げ上げフェステ

ィバル」（沼田公園）と「大商業祭」（沼小校庭）が、６                         

日～８日まで開かれ大勢

の人が訪れました。 

 沼田公園では、7 日に

巨大焼まんじゅう、8 日

は巨大こんにゃくが切り

分けられ、無料で振る舞

われました。 

 ７日おこなわれた第５９回市民大運動会で、利南支部

が２００点を獲得し優勝し、市民体育大会の得点を合わ

せた総合得点でも２２６点で総合優勝を果たしました。 

 市民運動会の２位は１９７点 

の池田支部、３位は１７４．５ 

点の東部支部でした。 

 天候にも恵まれ、各支部の熱 

戦と応援が繰り広げられました。 

 米軍の垂直離着陸機ＭＶ２２オスプレイの飛行訓練がおこなわれる「ブ

ルールート」が利根沼田の上空に設定されていることから８日、日本共産

党利根沼田地区委員会は塩川てつや衆議院議員を講師に「オスプレイ配

備・米軍機の低空飛行問題を考えるつどい」をみなかみ町で開きました。 

 塩川議員は、群馬県上空に設定されて 

いる３種類の訓練エリア・ルートでの米 

軍機の飛行実態や他の自治体での取り組 

みなども紹介し、オスプレイの構造的欠 

陥を説明し、「オスプレイ配備・訓練反 

対での共同を住民ぐるみ・自治体ぐるみ 

であげていくことが必要」と語りました。 

大東議員は一般質問で、富岡製糸場の世界遺産登録の      

取り組みと合わせ、沼田市の絹遺産の調査と整備をおこ

ない、沼田市の活性化にいかすよう求めました。 

 教育長は、「『ぐんま絹遺産』への追加登録をめざし、

県の補助金等を活用し、整備の推進を図りたい」と答え、

市長は「『ぐんま絹遺産』とのネットワーク化など、沼田

市の観光資源として、研究していきたい」との考えを示

しました。 

 

 


